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会 次 第 

 

１．点鐘 

２．ロータリーソング 「奉仕の理想」  

３．会長挨拶 

４．幹事報告 

５．会員卓話   「市町村合併の動向」 

今野 忠雄 会員 

 

  

 

 

会長挨拶 

 
副会長  豊田 昇 

皆様こんにちは。今日は安井会長が所用の

ため欠席です。代わりまして副会長の豊田が

お話をさせて頂きます。30 周年式典も無事終

了し30周年を盛り上げていただいた実行委員

長、副実行委員長をはじめ会員の皆様のご協

力によって素晴らしい 30 周年を迎えた一人と

して越谷北ロータリークラブの活力を感じまし

た。私も副会長として会員の方々に御礼申し

上げます。今日、皆様にお配りしたものは、埼

玉県に存在する建築文化遺産をまとめた冊子

です。是非お宅へ持ち帰りご覧下さい。建築

設計をする専門家の立場で、埼玉県に存在す

る文化遺産に該当する建物を収集した結果内

容を表したものです。今、私達が残しておかな

ければいけない建物が沢山いろいろな所に点

在しています。今、伝統的建築物が区画整理

次回例会予告 
平成 18年 6月 14日  

外部卓話 
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とか現代の生活に合わないとか、又、道路建

設による立ち退き撤去しなければいけない等

の理由により良い建物が壊されつつあります。 

埼玉県に残る緑地も少なくなっておるという

ことで同じように区画整理の一環とか再開発の

事業で屋敷林が減少しております。現代の社

会の縮図として本来都市計画を行う者が大き

な間違いをしているのでないかと思います。 

例えば、最近、浦和美園に大きなショッピング

センターが出来ました。地域の利便性を考え

ると必要なのかもしれませんが、見沼用水周

辺の田園風景に環境破壊をしている訳です。

今の行政はこれが都市計画だと勘違いしてい

るところに大きな間違いがあるのではないかと

考えております。あの周辺は見沼用水の水の

潤う田園風景があることによりあの街に本当の

自然環境が残されて、そこに白鷺が舞飛び自

然との環境の中で共生していた時代があった

わけです。越谷のレイクタウンもそうです。田ん

ぼの持つ遊水地の機能は大きいものがありま

すが、それが埋め立てられてしまい遊水地機

能が失われてしまっています。このような都市

作りということに対して私は疑問に思っていま

す。ロータリーの社会奉仕委員会がこのような

問題に取り組むことができるのであれば、市民

の声として行政に物申し街づくりに協力して行

くという事も大切なことだと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

幹事報告 

       
幹事  増田 英樹 

1.  越谷RCより、5月 19日に開催の創立45    
周年記念式典への出席のお礼の FAX と、 

当日の会報が届いております。 

2.  RI 第 2770 地区、森田武司ガバナー、北

清治クラブ奉仕担当諮問委員長、中村清

治クラブ奉仕部門委員長、大杉能弘増強

退会防止委員長、浅川みどりレディース

増強推進チームリーダーより入会促進と

退会防止について、今年度残りの期間、

精―杯最後の努力をお願い申し上げま

す。 

3.  本日の臨時持ち回り理事・役員会におき
ましてマッチング・グラントの当クラブ負担

金（￥531,000）をロータリー財団寄付に

する事について審議の結果、当クラブ負

担金（￥531,000）を全会員に均等分配す

る形すなわち、（￥531,000÷会員数 50

名＝（￥10,620）を会員一人ひとりのロー

タリー財団年次寄付として有効に活用で

きるよう RI 日本事務局に報告を致します 
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委員会報告 

     
     30 周年記念誌委員長  

長谷川 真也 

東武よみうり新聞5月 29日号に、30周年記

念植樹の写真と記事が掲載されていますので

ご覧下さい。記念誌に掲載する会員と家族紹

介が揃っておりません。未提出の方はなるべく

早くお願いします。 

会員卓話 

     

今野 忠雄 会員 

市町村合併の問題について 

＜はじめに＞ 

先頃ごろですね、確か 3 月下旬であったと

思いますが、埼玉県から市町村の合併構想が

発表になっておりますが、ご覧になりましたで

しょうか。 

 

 

本日はこの市町村の合併問題につきまして

少しくお話をさせていただきます。 

この埼玉県の構想を見ますと、県内を 1２市に

再編する考えでありまして、私どもの越谷市は

春日部市、草加市、八潮市、三郷市、吉川市､

松伏町と合併し､108 万都市を目指すことにな

っております｡現在、さいたま市の人口が約

118万人でありますので、県内では人口が2番

目に多い都市となります。これが現実的である

かは別といたしまして、合併問題はこれから避

けて通れない問題ではないかと思います。 

 
少し過去の歴史を紐解きながら考えていき

たいと思います。 参考に「市町村合併の動

向」という資料を用意いたしました。国・県、埼

玉県東南部の5市1町、越谷市の3つに区分

し、それぞれの動きを示しております。ご覧に

なりながらお聞き取りをいただきたいと思いま

す。 

 

ご案内のとおり、合併特例法のもとに「平成

の大合併」が全国各地の市町村で進められて

きました。総務省によりますと、平成 11 年 3 月

の時点では 3,232 であった市町村の数が、平

成 18 年 4 月には 1,820 の市町村に再編され

ております。合わせて、政令指定都市もこの 4

月には大阪府堺市が指定となり、15 市となりま

した。来年 4 月には静岡県浜松市も仲間入り

するとうかがっております。この大きな流れは、

地方分権や少子高齢社会への対応、或いは

国々地方の厳しい財政状況に加えまして、多

様化する住民ニーズヘの対応、さらには生活

圏の広域化への対応もあり、市町村の合併が

進められております。 

 

私ども越谷市の近隣におきましても、昨年 4

月には、岩槻市がさいたま市に合併となり、 

10 月には春日部市と庄和町が合併し、新たな

春日部市が誕生したところであります。 

資料の 1 ページにありますように、「明治の
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大合併」と言われておりますが、明治 22 年に

市制町村制の施行によりまして約７万１千あっ

た町村が約1万 6千に減りました。越谷市でも

右側にありますように、桜井村から大沢町まで

10 の町村が誕生しております。現在の地区の

単位であります。 

 

続いて、昭和 28 年には町村合併促進法が

施行となり昭和28年から昭和36年にかけまし

て合併が進められ、町村数は約 9 千 9 百から

約 3千 5百と 3分の 1に減少をしております。

越谷市も昭和２９年に 2町 8ケ村合併し、越谷

町となり、昭和 33 年 11 月には越谷市となって

おります。これを一般的には「昭和の大合併」

といわれております。 

 

大きく歴史が飛びますが、平成 11 年には

「平成の大合併」ということで、旧の合併特例

法が改正をされ、手厚い財政支援が盛り込ま

れ各地で合併が急速に進んできたところであ

ります。 その後、平成14年、平成16年と旧の

合併特例法が改正され、その結果として、先

程も申し上げましたとおり全国で 3,232 市町村

から 1,820 市町村に減少をいたしております。

最終的には1,000程度にはしたいという考えが

ありますので、平成 17 年には「市町村の合併

の特例等に関する法律」いわゆる合併新法が

今後５年間の時限法として施行となりまして、

合併を促進することになります。今回の改正に

つきましては、自主的な合併を促進することと

しておりますが、都道府県は総務省が定めた

基本方針に基づき、市町村の合併の推進に

関する構想を策定することになっております。

それを受けまして、埼玉県では 4 ページの最

後にありますように、埼玉県市町村合併推進

構想を策定したところであります。埼玉県につ

きましては、平成 11 年には 92 市町村ありまし

たが、現在は 71 市町村となりましたが、これを

さいたま市を含めまして1２市にするものでござ

います。もしこの枠組みで合併がまとまりますと、

法律上、政令指定都市の人口要件は 50 万人

以上でございますので、さらに７市が指定都市

となります。最終的にはこの枠組みの議論と道

州制の議論は同時並行して進めるべきことで

はないかと個人的には考えております。政令

指定都市は都道府県レベルと同程度でござい

ますし、中核市も都道府県から移譲される権

限が多くなっておりますので、1 つの都道府県

の守備範囲は確実に狭まってまいります。 従

って、より広域的な取り組みは道州レベルで取

り組まないと効率的でなくなってしまうということ

であります。ただ、道州の組み合わせはいろい

ろと議論があるところであります。 

  
越谷市の取り組み 

 本市における合併の取り組みにつきましては、

越谷市、草加市、三郷市、八潮市、吉川市、

松伏町の5市1町で「埼玉県東南部都市連絡

調整会議」という広域行政を研究する組織を

設けまして、平成 13 年度から「5 市 1 町の合

併」についての調査、研究を進めております。 

 そもそも合併につきましては、どういう新しい

市を目指すかであります。越谷市はこのたび

の地方自治法が改正されますと、単独でも人

口が 30 万人を超えておりますので、中核市の

要件を満たすことになります。 しかし、合併の

問題を考えますと、次は政令指定都市を目指

すのがひとつの選択肢であります。そのために

は、市民の皆さんへの 「政令指定都市とは何

か」とか「合併するとどうなるの」とか「合併のパ

ターンや財政支援」など的確な情報提供であ

ります。 つまり、市としてのメリット・デメリットだ

けでなく、市民の皆さんにとってのメリット、デメ

リットを認識してもらうことではないかと考えおり

ます。 

 

 平成 16年度に5市 1町の市民、町民の皆さ

んに「住民から見たメリット、デメリット」を公表し

ております。その報告書にもありますが、合併

は市町村のために実施するものではなく、そこ

に住む住民のために実施するものでなければ

ならないと認識しております。 
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 したがいまして、合併については、地域住民

の皆さんが、その意義や効果を十分に理解し

た上で議論することが最も重要であると考えて

おります。その結果として、合併が選択肢とし

て一番越谷市にとって有益であると判断される

ならば、議会としてもその実現に向けて最大限

努力をすべきと考えております。今までにも議

会ではこの合併について議論をしたことがあり

ますが、越谷市と他の市・町の財政や都市の

基盤整備状況などを比較しますと、越谷市の

方がレベルが高い。したがって、合併した場合

に社会投資が他の市・町に流れてしまうという

懸念があります。このようなことから、越谷市の

これまでのまちづくりへの取り組みや市として

の適正な規模などを考えたときに、まずは広域

行政を積極的に推進していくこととしておりま

す。 

２つほど、その取り組みを紹介します。 

＜参考＞ 
 

1.広域斎場について 

  昨年 8月 1日に、全国初のPFI手法による

斎場として供用開始した「越谷市斎場」は、既

存斎場の老朽化や高齢社会を迎える越谷市、 

吉川市及び松伏町にとって、斎場建設が主要

課題の 1 つであったことから、平成 13 年 3 月

にこれら２市１町の広域斎場として施設整備の

基本計画を策定するに至ったものです。なお、

施設の整備手法については、昨今の厳しい財

政環境下において、簡素で効率的な行政を目

指すため、従来の事業手法ではなく、新たに

PFI 手法を採用することとし、民間資金等の積

極的な活用によって、効率的な公共施設の整

備を実現いたしました。 

 

2.まんまるよやくについて 

平成 16 年 8 月に運用を開始した、「埼玉県東

南部地域公共施設・生涯学習講座予約案内

システム」いわゆる「まんまるよやく」は、公共施

設の相互利用の利便性向上及び業務効率化

のために導入したものです。なお、導入に当た

っては、草加市、越谷市、八潮市、三郷市、吉

川市及び松伏町の5市1町で構成する埼玉県

東南部都市連絡調整会議において、平成 13

年度の調査研究の後、翌14年4月にシステム

の事業化に向けて 5市 1町の合意が得られた

ことから、平成 14 年度及び 15 年度の 2 年間

でシステムの開発を行いました。 

 

 このシステムには、5 市 1 町内の文化施設や

体育施設等を対象として、施設の空き状況の

確認や予約が行える機能と生涯学習講座の

空席状況の確認や予約が行える２つの機能か

おり、自宅のパソコンや携帯電話等から 24 時

間、365 日行えるものです。システムの対象施

設は、越谷コミュニテイセンターや市民会館の

ほか、地区センター・公民館や体育館、野球

場等の 54 施設となっております。 
 
まとめ 

今、わが国は長期的な景気の低迷から脱した

といわれております。 

わが越谷市も国の進めている三位一体の改革

の行方によって、行財政運営は今まで以上に

厳しさを増すことが予想されております。特に

地方交付税制度につきましては、越谷市のよ

うな大都市近郊の都市には交付が期待できな

くなりつつあります。また、今後は市町村の含

併や中核市の要件緩和などによって、市町村

の果たす役割がますます重要になるとともに

自己決定や自己責任が今まで以上に求めら

れてまいります。いつ起きてもおかしくない大

規模地震や想像を絶する風水害などの災害

対策、テロやサーズ、アスベストなどを含めた

危機管理対策、子育てから障害者、高齢者な

どトータルとしての総合福祉対策、地球温暖

化防止を配慮した環境対策などの重要な課題

は全てが市町村の業務の範疇になってまいり

ます。 私は、このような社会的な潮流にある

からこそ、しっかりと越谷市の将来を見据えて、

行財政改革を積極的に行いながら、ヒト、モノ、

カネ、情報といった経営資源を最適に配分し、
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解決していく必要があります。さらには、市民

の皆さんへの説明責任を十分に果たしていか

なければなりません。まちづくりの基本は、如

何に市民の皆さんの幸せを実現できるかであ

ります。その選択肢に合併や政令指定都市も

当然にございます。皆さんと一緒によく考えて

いきたいと思います。そして、「全ての越谷市

民の皆さんが生き生きと元気で暮らせるような

まちづくり」を皆さんと取り組んでまいりたいと

考えております。 

皆様のご支援、ご協力を心からお願いをい

たしまして、結びといたします。 

ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

  

 越谷市学校保健総会に出席の為、
本日の例会を欠席させて頂きます。豊田

副会長、増田幹事、よろしくお願い致しま

す。                安井 晃 

 今野さん越谷市の未来お話宜しくお
願い致します。         増田 英樹 

 30 周年記念式典見事でした。関係
の皆さんご苦労様でした。記念誌もご苦

労様です。          宇田川 芳行 

 暑くなりました。人一倍汗っかきの私
には辛い季節です。早く冬が来ないかと

待ちわびる毎日です。    石井 知章 

 前回欠席しました。   太田 靖彦 
 ネームプレートずっと事務所に飾っ
てあります。すみません。   小林 操 

 世界平和の為に     今野 照子 
 先週お休みしました。6 月は全部お
休みしますので宜しくお願いします。  

永田 雄治 

出席報告  

 会 員 数  50 名 

 出席者数  32 名 

 欠席者数  13 名 

 出席免除数   5 名 

 出 席 率    71.1％ 

 


